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健全な老後を過ごしたい

月 例 懇 談 会 ・ 誕 生 会 ・

夏 の バ ス 旅 ・ 納 涼 会 ・

秋 の バ ス 旅 ・ 忘 年 演 芸

親 睦 会 ・ 新 年 互 礼 会 ・

総 会 親 睦 会 と 22 の サ ー

クルに大勢の会員さんの参加をお待ちしています。

ブの原点に返り、活動ができない、行事に参加できない会員には友愛訪問

での安否確認や話し相手 ・相談相手になるなど、退会しなくても老人クラ

ブ を 続 け ら れ る 体 制 が で き れ ば 、 加 入 を 検 討 し て い る 高 齢 者 の 方 に も

安 心 を 与 え ら れ ま す 。

家庭に閉じこもりがちな高齢者を、友達や仲間と一緒に外出を促し、手を

つなぎ一緒に活動する仲間を増やして、その仲間とともに生きがいつく

り 、健康つくり 、地域つくり のお手伝いをしたい 。 みんなと 一緒にいると

元気になれる 、コミュニケーシ ョンの場と して 、おしゃべり を楽しんでほ

しい。友愛クラブの催しにあまり参加されない方々も今一度ご参加いただ

い て 、 よ か っ たよ 、楽 しか った よ！ ！次 回も また 来た いと 言っ て貰 いた

い、自分でできる範囲でお手伝いしたい、平均寿命に近づいたので人のお

役 に ち ょ っ と く らい 立て たら と 思 って いま す 。

今後も、 「仲間をつくる」 「仲間はずれにしない」という意識のもとで、

双方向さらには多方向の情報発信や情報交換、そして意見交換などを行う

こ と が 必 要 か つ 重 要 に な る の で は な い で し ょ う か 。 そ れに よっ て 、 「安

全 」と 「信 頼 」 、す なわ ち 「 安心 」な まち づ く り を 進め るこ と が でき るの

ではないかと思います。絆を大切にし、お互いを支え合うという老人クラ
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    ◎  １０：００～１２：００
出演：赤尾先生の楽しい体操とＤＶＤ

    ◎  １０：００～１２：００
    ◎  １０：００～１２：００

    ◎  １０：００～１５：００
    ◎  １０：００～１２：００

（１０月１１月生まれの方） 催し物：大正琴
    ◎  １０：００～１２：００
    ◎  １０：００～１２：００

月 例 懇 談 会 ９ 月 ７ 日 （ 土 ） 第１自治会館 集会室

誕 生 会 １０月１２日（土） 第１自治会館 集会室
１０月 ５日（土） 平木谷公園グラウンド自 治 会 体 育 祭

役 員 会 ９ 月 ２ ８ 日 （ 土 ） 第１自治会館 集会室
本 部 役 員 会 ９ 月 ２ ０ 日 （ 金 ） 第１自治会館 会議室
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役 員 会 １０月２６日（土） 第１自治会館 集会室
本 部 役 員 会 １０月１１日（金） 第１自治会館 会議室

９ 月 の 行 事 予 定

１０ 月 の 行 事 予 定
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日帰りバス旅行（報告） （2019.7.17） 

令和改元を記念して企画した今回のバスツアーは、「国産み神話の郷を訪ねる」ことに致

しました。希望者が多く大型バス 2 台満席です。早暁の雷雨で参加者の皆さんが心配さ

れたのが、ウソのように快晴の 1 日でした。 

予定時刻の 8 時半に 95 名全員が参集しスムースな出発です。川西ＩＣから山陽道へ六

甲トンネルから舞子トンネルを抜けると、世界一の長大吊り橋明石海峡大橋です。眼下の

海は太陽の光を受けて旅情を掻き立てます。ほどなく淡路ＳＡに到着。大観覧車が青空に

映えています。少しの休憩ののち国産み神話の一番に生まれた淡路島の「おのころ島神社」

参拝です。高さ２１m を超える大鳥居をくぐり樹木に覆われた石段を登れば小振りな本

殿があります。伊弉諾命と伊弉冉命をお祀りしています。樹齢１５００年を超える御神木

は岐阜県根尾の薄墨桜との碑があります。次いで島西南端の鳴門岬の先端にある「うずし

おレストラン」に向かいます。駐車場からスロープを少し登ると「鳴門大橋と渦潮」を見

渡せる高台の展望風景は息をのむような絶景です。 

レストラン席からも、その風景も肴に鯛の荒煮、アナゴの丼、若芽のお清し等々味付けの

良さにも大満足でした。大潮の時刻に合わせて行く、鳴門大橋下の「渦の道」見物へは、

お土産店の中型バスに乗り換えて急ぎます。４５０ｍの遊歩橋は風が吹きぬけて爽やかで

す。眼下は渦が湧き騒ぎ、緑色と白色が混ざり合って流れとなり、そこへ小船が漕ぎ入れ

る様子は飽きないほどでした。帰路の北淡東浦にある「奇跡の星の植物館」は丁度植え替

えたばかりの「バリ・神々が宿る島」をテーマにしたガーデンショーです、南国の珍しい

花や食虫植物が身近に見られました。 

安全なバスの運転に身を任せての帰路は、車中でゲームを楽しみ、明るい内に帰着できま

した。  

参加された皆さんお疲れ様でした。       （記：植木正幸） 



会　　　場 　開催日及び開始時間

囲 碁 第 １ 自 治 会 館 ３，１０，１７,２４（火）　　　　　１３時 西 ３ 高田 秦洋

生 け 花 牧 の 台 会 館 ３， １ ７ （火） １３時 西 １ Ｂ 林　　英子

洋 裁 大 和 サ ロ ン １０，２４（火） １３時３０分 西 １ Ｂ 北河原　清美

大 正 琴 牧 の 台 会 館 ９，２３（月） ９時 東 ３ 富岡　カツエ

器 樂 牧 の 台 会 館 ７，２１（土） １４時 西 ３ 古屋　恒行

コーラス 牧 の 台 会 館 ４（水），２４(火） １４時 西 １ Ａ 冨岡  　巧

フラダンス 第 ３ 自 治 会 館 ４，１１ ， １８（水） １３時３０分 東 ２ Ｂ 高橋  幸枝

古典愛好会 第 １ 自 治 会 館 ２ １ （土 ） １ ３時４ ５分 西 １ Ｂ 赤熊  良雄

ｳｫｰｷﾝｸﾞ 第 １ 自 治 会 館 ６（金） 　懇　親　会 　　１ １ 時 西 ４ 福武 　 稔

ゴ ル フ 猪名川グリーンC.C １９(木） 西 １ Ｂ 畑    善治

健康太極拳 牧 の 台 会 館 ６，２０（金） １１時 東 ２ Ａ 栗栖　まゆみ

詩 吟 第 １ 自 治 会 館 ５(木） １３時３０分 東 １ 北 坂根　英生

絵 手 紙 牧 の 台 会 館 ６， ２０ （金 ） １ ３時 東 ５ Ａ 高橋  貴美子

パークゴルフ 万 博 公 園 ２５( 金 ） 西 １ Ｂ 比企  祥晃

文 芸 東 ２ Ｂ 植木　正幸

カラオケ 牧 の 台 会 館 １２（木），２７(金） １３時 西 ４ 小野　いつ子

パソコンサｰクル 東 谷 公 民 館 ５ ， １ ９ (木 ) ９時３０分 西 ４ 福武 　 稔

パソコン教室 野 波 邸 ３，１７(火), １３時３０分 西 ４ 中田　弘一

健康麻将 第３自治会館 １０ ， ２ ４ （火） １ ３時 東 ５ Ａ 水谷 道行

自 彊 術 野 波 邸 １ ０ ， １ ７ ， ２ ４ （火 ） １ ０時 東 １ 北 岡本  百合子

フィッシング 芦屋浜 （サヨリ釣） ３０ （月） ６時 東 ４ 嶋川　幸三

男声コーラス 吉 森 邸 ４（水），２４（火） １６時 東 ４ 吉森　邦夫
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提出：７日までに投稿願います。

部　　長

９月サークル及び同好会からのお知らせ

新 会 員 の 紹 介
・東２Ｂ

・東２Ｂ

森島 十三子 様 昭和１５年１０月生

森島 宏 二 様 昭和 ８年 ７月生
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